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Chapter 2 挑む日本企業

勤
労
意
欲
が
育
た
な
い
」の
だ
と
言
う
。

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
で
計
画
す
る
給
水
事

業
で
は
、
毎
日
20
リ
ッ
ト
ル
の
衛
生
的
な

５
億
９
０
０
０
万
人
が
無
電
化
地
域
に

住
む
と
さ
れ
る
ア
フ
リ
カ
。
そ
こ
に
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る

の
が
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
だ
。
こ
の
秋
に
も
ア

フ
リ
カ
各
国
で「
チ
ャ
ー
ジ
機
能
付
き
ラ

ン
タ
ン
」を
投
入
す
る
。
太
陽
電
池
で
発

電
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
バ
ッ
テ
リ
ー
に
蓄

電
し
、
照
明
や
携
帯
電
話
の
充
電
器
と
し

て
活
用
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。

電
気
が
な
い
世
帯
で
は
一
般
的
に
、
照

明
と
し
て「
ケ
ロ
シ
ン
ラ
ン
プ
」と
呼
ば

れ
る
灯
油
ラ
ン
プ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
明

る
さ
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
煙
に
よ
る
健

康
被
害
も
あ
る
。
子
供
へ
の
悪
影
響
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
火
事
の
原
因
に
も
な
る
。

電
気
が
な
い
こ
と
が
生
活
の
安
全
を
脅
か

し
て
い
る
の
だ
。

　

ア
フ
リ
カ
各
国
で
は
都
市
部
の
ス
ー
パ

　
　ケ
ニ
ア
、タ
ン
ザ
ニ
ア
等

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
無
電
化
地
域
向
け
ソ
ー
ラ
ー
ラ
ン
タ
ン
）

無
電
化
地
域
に
照
明
と
充
電
器
、

そ
し
て
ブ
ラ
ン
ド
届
け
る

を
１
０
０
ル
ク
ス
程
度
に
ま
で
高
め
、
１

台
で
部
屋
全
体
を
明
る
く
す
る
。

ま
た
、
現
在
出
回
っ
て
い
る
ラ
ン
タ
ン

は
、
ま
た
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
と
照
明
ユ

ニ
ッ
ト
部
分
が
一
体
と
な
っ
た
タ
イ
プ
が

大
半
。
そ
れ
を
、
別
々
に
し
た「
分
離
型
」

に
す
る
。
パ
ネ
ル
部
分
は
屋
根
の
上
な
ど

に
据
え
付
け
て
お
き
、
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な

が
っ
た
照
明
部
は
部
屋
の
中
に
置
い
て
お

け
る
。
日
中
に
外
に
お
い
て
お
く
必
要
が

あ
る
一
体
型
で
は
、
盗
難
の
恐
れ
が
あ
る

た
め
だ
。
ま
た
、
分
離
型
と
す
る

こ
と
で
、
照
明
ユ
ニ
ッ
ト
の

小
型
軽
量
化
が
可
能
と
な

り
、
部
屋
の
中
を
持
ち
歩

い
た
り
、
天
井
に
吊
り
下

げ
る
こ
と
が
容
易
に
な
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
ラ
ン

タ
ン
が
狙
う
の
は
照
明
の

市
場
だ
け
で
は
な
い
。
都
市

部
は
も
ち
ろ
ん
、
農
村
に
ま
で
急

速
に
普
及
が
進
む
携
帯
電
話
の
充
電
器
と

し
て
の
機
能
を
重
視
し
て
い
る
。

電
気
が
な
い
エ
リ
ア
で
は
、
近
隣
の
商

店
な
ど
で
数
日
に
１
度
、
１
回
数
十
円
を

支
払
っ
て
携
帯
電
話
に
充
電
し
て
も
ら
う

こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
片
道
数
時
間
か
け
る
住
人
も
多
い
。

ソ
ー
ラ
ー
ラ
ン
タ
ン
が
あ
れ
ば
、
自
宅
で

携
帯
電
話
を
充
電
で
き
、
そ
う
し
た
コ
ス

ト
と
手
間
が
省
け
る
。

家
電
普
及
前
に
ブ
ラ
ン
ド
浸
透
狙
う

需
要
は
確
実
に
あ
る
。
価
格
は
１
台
50

ド
ル
前
後
を
目
標
と
し
て
お
り
、
既
存
の

中
国
製
ラ
ン
タ
ン
よ
り
も
割
高
だ
。
そ
れ

で
も
、
明
る
さ
に
優
れ
る
た
め
に
複
数
の

ラ
ン
タ
ン
が
必
要
で
な
く
な
っ
た
り
、
耐

久
性
に
優
れ
る
た
め
に
長
い
間
使
え
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。「
灯
油
ラ
ン
プ

で
も
燃
料
代
と
し
て
年
間
１
万
円
程
度
必

要
と
な
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
１
年
程
度

で
元
が
と
れ
る
」（
エ
ナ
ジ
ー
デ
バ
イ
ス
事

業
部
ア
ジ
ア
大
洋
州
チ
ー
ム
の
多
田
直
之

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）と
言
う
。

た
だ
問
題
は
、
い
か
に
各
世
帯
に
届
け

る
か
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
、
将
来
的
に
は

一
部
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
の
店
頭
販
売
を

想
定
し
て
い
る
。
た
だ
、
ア
フ
リ
カ
の
多

く
の
国
で
は
近
代
的
な
小
売
店
が
農
村
部

に
ま
で
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
販
路
の
確
保

kenya

水
を
、
ど
の
家
庭
で
も
月
に
２
ド
ル（
約

２
０
０
円
）以
下
で
入
手
で
き
る
よ
う
に

す
る
の
が
目
標
だ
。
現
在
の
現
地
の
賃
金

相
場
に
比
べ
る
と
、
浄
化
装
置
の
運
用
や

浄
化
水
の
販
売
に
携
わ
る
人
材
の
所
得
は

大
幅
に
低
く
な
る
見
込
み
だ
が
、
仕
事
に

対
す
る
熱
意
を
持
っ
た
若
者
ら
を
育
成
す

る
こ
と
で
、
労
働
市
場
の
改
善
に
も
つ
な

げ
る
考
え
だ
。

今秋の投入に向けアフ
リカ各国でユーザー調
査を進めている

ー
な
ど
で
、
中
国
製
の
ラ
ン
タ
ン
が
１
台

10
ド
ル
前
後
か
ら
の
低
価
格
で
売
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
そ
れ
ら
は
壊
れ
や
す
か
っ
た

り
、
明
る
さ
が
20
〜
30
ル
ク
ス
程
度
し
か

な
か
っ
た
り
す
る
。
リ
ビ
ン
グ
で

使
う
に
は
十
分
で
は
な
い
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
の
製
品
は
照
度
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ア
ン
ゴ
ラ
な
ど

コ
マ
ツ （
鉱
山
機
械
な
ど
の
販
売
）

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
で

市
場
を
拓
く

　
「
サ
ポ
ー
ト
の
強
化
で
、
３
年
ほ
ど
前

か
ら
鉱
山
機
械
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
コ
マ
ツ
で
た
だ
１
人
、

ア
ン
ゴ
ラ
に
駐
在
し
て
い
る
平
岡
憲
夫
氏

だ
。
同
社
の
販
売
代
理
店
で
あ
る
ポ
ル
ト

ガ
ル
企
業
シ
メ
ル
テ
ッ
ク
ス
の
オ
フ
ィ
ス

に
常
駐
し
、
現
地
顧
客
の
不
満
や
要
望
を

本
社
に
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

コ
マ
ツ
は
１
９
６
９
年
に
政
府
開
発
援

助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）関
連
の
受
注
を
見
込
ん
で

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
事
務
所
を
開
設
し

て
以
来
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
各
地
に
進
出
し
て

き
た
。
97
年
に
は
南
ア
で
の
事
業
強
化
の

た
め
に
現
地
代
理
店
と
し
て
コ
マ
ツ
南
部

ア
フ
リ
カ
を
設
立
。
２
０
０
９
〜
10
年
に

か
け
て
は
、
鉱
山
機
械
の
需
要
増
加
を
見

込
ん
で
セ
ネ
ガ
ル
と
ケ
ニ
ア
に
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
２
０
１
２
年
度

の
ア
フ
リ
カ
事
業
の
売
上
高
は
９
８
０
億

円
と
、
２
０
１
０
年
比
で
約
６
割
増
え
た
。

　

ア
ン
ゴ
ラ
進
出
は
２
０
０
８
年
。
こ
の

国
に
は
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
な
ど
鉱
物
資
源
が

眠
っ
て
お
り
、
鉱
山
機
械
の
需
要
が
高
ま

っ
て
い
る
。
代
理
店
が
ア
ン
ゴ
ラ
事
業
を

拡
大
す
る
の
に
あ
わ
せ
て
駐
在
員
を
派
遣

し
、
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
強
化
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
米
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
の
独
壇
場

だ
っ
た
市
場
で
、
鉱
山
機
械
で
は
一
気
に

シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

鉱
山
建
機
は
、
過
酷
な
環
境
で
使
用
さ

れ
る
。
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
鉱
山
で
は
、
採
石

作
業
は
ク
リ
ス
マ
ス
以
外
は
24
時
間
、
休

む
こ
と
な
く
続
く
。
そ
の
た
め
、
車
両
の

ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
し
て
稼
働
率
の
向
上
に

貢
献
す
る
こ
と
が
、
顧
客
に
指
名
し
て
も

ら
え
る
か
ど
う
か
の
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る
。

　

コ
マ
ツ
の
強
み
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ（
全
地
球

測
位
シ
ス
テ
ム
）な
ど
の
技
術
を
使
っ
た

「
コ
ム
ト
ラ
ッ
ク
ス
」と
い
う
独
自
シ
ス
テ

ム
で
、
建
機
の
稼
働
状
況
を
遠
隔
地
で
把

握
で
き
る
こ
と
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
部
品

の
定
期
交
換
や
故
障
発
生
時
の
対
応
を
迅

速
に
行
え
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
世
界
共
通
の
製
品
仕
様
に
加

え
て
、
現
地
顧
客
の
要
望
に
応
え
て
改
良

を
加
え
て
き
た
こ
と
が
顧
客
か
ら
の
信
頼

獲
得
に
繋
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
エ
ン

ジ
ン
の
故
障
を
避
け
る
た
め
に
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
へ
の
粉
塵
混
入
を
防
止
す
る
仕

組
み
や
、
顧
客
の
作
業
速
度
向
上
の
た
め

に
特
別
仕
様
の
足
回
り
を
開
発
し
た
。
こ

う
し
た
努
力
に
よ
り
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
鉱

山
で
の
コ
マ
ツ
製
品
機
の
稼
働
率
は
約
９

割
に
達
し
て
い
る
。

対
人
地
雷
の
除
去
を
支
援

　

現
地
の
代
理
店
が
旧
宗
主
国
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
企
業
と
い
う
の
も
有
利
な
点
だ
。
ア

ン
ゴ
ラ
の
法
律
や
会
計
な
ど
の
社
会
制
度

が
難
し
い
。
そ
こ
で
、
ケ
ロ
シ
ン
ラ
ン
プ

の
削
減
に
動
い
て
い
る
ケ
ニ
ア
な
ど
の
政

府
や
、国
際
機
関
、Ｎ
Ｐ
Ｏ（
非
営
利
団
体
）

と
の
提
携
で
、
ラ
ン
タ
ン
を
農
村
部
に
ま

で
普
及
さ
せ
る
方
針
だ
。

　

そ
う
し
た
Ｂ
Ｏ
Ｐ
市
場
の
開
拓
を
進
め

る
こ
と
は
、
社
会
貢
献
に
留
ま
ら
な
い
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上
の
意
味
も
あ
る
。

angola

　

無
電
化
地
域
の
世
帯
に
は
家
電
製
品
は

一
切
な
く
、「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
」の
知
名
度

は
ゼ
ロ
。
乾
電
池
は
普
及
し
て
い
る
が
、

ア
フ
リ
カ
で
は
安
価
な
中
国
製
が
市
場
を

席
巻
し
て
お
り
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
壁

は
高
い
。
ラ
ン
タ
ン
を
通
じ
て
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
を
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
将
来

に
向
け
た
先
行
投
資
で
も
あ
る
。

は
基
本
的
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
同
じ
で
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
か
ら
は
最
低
で
も

１
日
２
回
、直
行
便
が
飛
ん
で
い
る
。「
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
は
ア
ン
ゴ
ラ
に
来
る
こ
と
に

心
理
的
な
壁
は
な
い
」と
シ
メ
ル
テ
ッ
ク

ス
・
ア
ン
ゴ
ラ
の
ジ
ョ
ン
・
ア
ベ
イ
ロ
総

責
任
者
。
必
要
な
ら
応
援
要
員
を
即
座
に

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
呼
び
寄
せ
る
こ
と
可
能

だ
。
ア
ベ
イ
ロ
社
長
は
今
後
10
年
で
ア
ン

ゴ
ラ
の
事
業
規
模
は
４
〜
５
倍
に
な
る
と

見
て
お
り
、
設
備
投
資
に
も
積
極
的
だ
。

　

一
方
の
コ
マ
ツ
も
、
政
府
や
地
域
社
会

か
ら
信
頼
を
得
る
努
力
も
し
て
い
る
。
内

戦
終
了
か
ら
10
年
が
過
ぎ
た
が
、
ア
ン
ゴ

ラ
各
地
に
は
膨
大
な
数
の
対
人
地
雷
が
残

さ
れ
て
い
る
。
コ
マ
ツ
は
、
非
政
府
組
織

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）の「
日
本
地
雷
処
理
を
支
援
す

る
会（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｓ
）」の
活
動
を
支
援
す
る

目
的
で
、
地
雷
除
去
機
を
提
供
し
て
い
る
。

　

ア
フ
リ
カ
で
顧
客
や
地
域
社
会
か
ら
信

頼
を
得
る
た
め
に
は
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

構
築
や
旧
宗
主
国
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
用
、
社
会
貢
献
な
ど
多
面
的
な
努
力

が
必
要
に
な
る
。
コ
マ
ツ
の
ア
ン
ゴ
ラ
事

業
は
、
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。




